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今定例会で決まった主な内容
【
市
長
提
出
議
案
】

●
補
正
予
算

▽
バ
ス
案
内
表
示
板
の
設
置
等
に
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

路
線
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
の
予
算

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
予
算

▽
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
の

予
算

▽
老
朽
化
し
た
栗
林
小
学
校
の
校
舎
等
を
改
築
す
る
た
め
の

予
算

●
条
例

▽
空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
活
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
寄
与
す
る
た
め
の
条
例
制
定

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
行
う
た
め
の
条
例

制
定

▽
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
規
定
す
る
重
大
事
態
に
係
る

調
査
、
検
証
等
を
行
う
高
松
市
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
制
定

まちなかループバス
　10月１日から、商店街や病院などを巡回する
「まちなかループバス」が運行を開始しました。
　同路線は、既存のバス路線のルートを統合し、
住宅地や利用者が多い施設を結ぶよう見直された
ものです。
　また、IruCa（イルカ）カードを利用しての電車
とバスを乗り継いだ際の運賃割引や、70歳以上
の市民の運賃が半額となるゴールドIruCaにも対
応し、より一層、利便性の向上が図られています。

　
平
成
27
年
第
４
回
高
松
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
９

月
18
日
ま
で
の
15
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
30
議

案
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、
議
員
提
出
議
案
２
件
の
う
ち
１
件
を

否
決
、
１
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を
不

採
択
と
し
た
ほ
か
、
人
事
案
件
７
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
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代
表
質
問

各
会
派
を
代
表
し
て
、
森
川
輝
男

（
自
民
党

議
員
会
）・
辻
正
雄
（
同
志
会
）・
大
山
高
子

（
公
明
党
）・
中
西
俊
介
（
市　

民

フ
ォ
ー
ラ
ム
21

）
の

４
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

来
年
５
月
に
開
催
さ
れ
る

「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
に
先

立
ち
、
同
年
４
月
に
「
Ｇ
７
香

川
・
高
松
情
報
通
信
大
臣
会
合
」

が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
合
は
、
本
市
や
香

川
県
の
知
名
度
向
上
や

経
済
波
及
効
果
を
生
む
だ
け
で

な
く
、
国
内
外
に
本
市
の
多
彩

な
魅
力
等
を
発
信
す
る
絶
好
の

機
会
で
あ
り
、
今
回
の
決
定
は

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。

　

ま
た
、
開
催
時
期
が
大
型
連

休
に
当
た
り
、
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
関
連
作
品
も
展
示
さ
れ
、

相
乗
効
果
に
よ
る
観
光
客
の
増

加
が
期
待
で
き
る
た
め
、
積
極

的
に
本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　

現
在
、
県
と
連
携
し
て
受
け

入
れ
体
制
を
整
備
し
て
お
り
、

今
後
と
も
、
国
や
県
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
会
合
の
成
功
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

　

同
法
の
成
立
に
よ
り
、

働
き
た
い
女
性
が
、
そ

の
意
思
に
よ
り
職
業
生
活
を
営

み
、
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

社
会
づ
く
り
が
着
実
に
進
む
と

期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
の
活
躍
は
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
た
め
、
同
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、
た
か
ま
つ
創
生
総
合
戦

略
（
仮
称
）
に
関
連
施
策
を
反

映
す
る
と
と
も
に
、
第
四
次
た

か
ま
つ
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
仮
称
）
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

　

本
市
が
移
行
を
目
指

す
連
携
中
枢
都
市
圏
で

は
、
市
町
村
連
携
の
可
能
性
が

格
段
に
拡
大
さ
れ
、
活
力
を
失

わ
な
い
た
め
の
都
市
圏
形
成
に
、

よ
り
多
面
的
に
取
り
組
め
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
も
、
一
定
の
人
口
を
維

持
し
な
が
ら
、
よ
り
強
固
な
圏

域
を
形
成
し
、
持
続
的
な
地
域

社
会
の
形
成
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
中
心
都
市
と
し
て
牽
引
力

を
発
揮
す
る
。

　

同
制
度
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
国
に
対
し
徹
底

し
た
周
知
を
求
め
て
い
く
と
と

も
に
、
本
市
で
も
、
制
度
へ
の

不
安
を
払
拭
す
る
た
め
、
特
定

個
人
情
報
の
管
理
方
式
や
、
住

民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

情報通信大臣会合が開催される
かがわ国際会議場

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
狙
い
は
、
利
便

性
の
向
上
や
公
正
・
公
平
さ
の

確
保
な
ど
に
あ
る
が
、
国
民
の

認
知
度
は
ま
だ
低
い
。
今
後
の

周
知
の
あ
り
方
は
。【
自
民
党

議
員
会
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
す

る
不
安
の
声
が
あ
る
が
、
市
民

の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
や
、

利
便
性
な
ど
の
理
解
を
促
進
す

る
考
え
は
。�

【
公
明
党
】

　

働
く
こ
と
を
希
望

す
る
女
性
を
応
援
す

る
女
性
活
躍
推
進
法
の
成
立
に

よ
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
、

企
業
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
加

速
す
る
と
期
待
す
る
が
、
同
法

成
立
へ
の
所
見
は
。【
公
明
党
】

政
治
姿
勢

森
川
輝
男
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

政
治
姿
勢
・
行
財
政
・
ま
ち
づ

く
り
・
観
光
振
興
・
環
境
・
防
災
・

福
祉
・
教
育
・
上
下
水
道
事
業

辻
　
正
雄
議
員
（
同
志
会
）

政
治
姿
勢
・
高
松
版
地
方
創
生
・

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
創
造
都

市
推
進
・
交
通
安
全
対
策
・
福

祉
・
農
業
・
教
育
な
ど

大
山
高
子
議
員
（
公
明
党
）

た
か
ま
つ
創
生
総
合
戦
略
（
仮

称
）・
行
財
政
関
連
・
が
ん
対
策
・

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
・

女
性
の
活
躍
推
進
な
ど

中
西
俊
介
議
員
（
市
　
民

フォ
ー
ラ
ム
21
）

財
政
・
創
造
都
市
推
進
・
健
康

推
進
の
取
り
組
み
・
住
宅
政
策
・

離
島
振
興

　
質
問
の
主
な
内
容

　

本
市
が
会
合
の
開

催
地
に
選
ば
れ
た
こ

と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
所
見
は
。【
自
民
党

議
員
会
】

　

会
合
の
開
催
に
よ
り
、
国
内

は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
に
対
し
て

も
本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
が
見

込
ま
れ
る
が
、
期
待
と
所
見
は
。

�
【
同
志
会
】

　

会
合
が
、
本
市
に
人
を
呼
び

込
み
、
人
々
の
交
流
を
ふ
や
し

て
い
く
契
機
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
が
、
成
功
に
向
け
た
意

気
込
み
は
。　
　
　
【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
】

　

本
市
は
、
周
辺
２

市
５
町
と
構
成
す
る

定
住
自
立
圏
の
連
携
を
強
化
し
、

「
瀬
戸
・
高
松
広
域
連
携
中
枢

都
市
圏
」
へ
の
発
展
的
移
行
を

目
指
す
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

メ
リ
ッ
ト
は
。　
　
【
自
民
党

議
員
会
】

　

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
は
、

地
方
自
治
体
が
互
い
に
連
携
を

強
化
し
、
個
々
で
は
達
成
困
難

な
テ
ー
マ
に
も
新
た
に
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
が
、
同
構
想
に

移
行
す
る
目
的
と
、
そ
の
思
い

は
。�

【
同
志
会
】

「
Ｇ
７
香
川
・
高
松
情
報
通
信

大
臣
会
合
」
の
成
功
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む

女
性
活
躍
推
進
法
に
よ
り
、
女

性
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

づ
く
り
が
着
実
に
進
む
と
期
待

行
政
改
革

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

繰
り
返
し
周
知
を
行
い
、
理
解

の
促
進
に
努
め
る

連
携
中
枢
都
市
圏

活
力
を
失
わ
な
い
都
市
圏
形
成

の
た
め
、
中
心
都
市
と
し
て
牽

引
力
を
発
揮
す
る

２



代表質問

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

の
利
便
性
な
ど
、
制
度
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
広
報
紙
へ

掲
載
す
る
ほ
か
、
出
前
講
座
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
繰
り
返
し
周

知
し
、
理
解
の
促
進
に
努
め
る
。

　

導
入
に
適
し
た
施
設

が
限
ら
れ
る
等
の
課
題

も
あ
る
が
、
民
間
活
力
を
利
用

し
た
有
効
な
自
主
財
源
確
保
策

で
あ
る
た
め
、
現
在
整
備
中
の

屋
島
陸
上
競
技
場
（
仮
称
）
へ

の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

も
、
課
題
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
つ
つ
、
個
別
に
、
そ
の
可
能

性
を
検
討
す
る
。

　

工
期
・
工
費
の
面
か

ら
、
青
果
棟
の
移
転
に

よ
る
整
備
計
画
案
を
策
定
す
る

等
の
提
言
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、

本
市
市
場
が
市
民
に
対
し
て
、

引
き
続
き
生
鮮
食
料
品
等
を
安

定
的
・
効
率
的
に
供
給
す
る
使

命
を
果
た
せ
る
よ
う
、
再
整
備

計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

　

コ
ト
デ
ン
瓦
町
駅
ビ

ル
を
拠
点
に
駅
周
辺
へ

の
人
の
流
れ
を
創
出
し
、
商
店

街
と
の
回
遊
性
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
た
め
、
同
ビ
ル

８
階
で
文
化
芸
術
ゾ
ー
ン
等
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
ほ
か
、

２
階
の
屋
外
公
共
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
新
た
な
に
ぎ
わ
い
ス

ポ
ッ
ト
の
創
設
に
努
め
る
な
ど
、

瓦
町
駅
周
辺
の
活
性
化
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。

 

　

今
後
、
子
育
て
世
帯

へ
の
、
さ
ら
な
る
経
済

的
負
担
軽
減
策
の
検
討
や
、
ま

ち
全
体
の
魅
力
等
の
情
報
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、「
高
松
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
推
進
計

画
」
に
掲
げ
る
施
策
・
事
業
を

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

若
者
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住

ん
で
み
た
い
、
そ
し
て
、
子
供

を
生
み
育
て
た
い
と
思
う
ま
ち

づ
く
り
に
鋭
意
取
り
組
む
。

　

空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法

等
に
即
し
た
内
容
と
す
る
と
と

も
に
、
市
議
会
等
の
意
見
も
踏

ま
え
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理

及
び
利
活
用
に
対
す
る
所
有
者

等
の
意
識
の
醸
成
に
向
け
た
取

り
組
み
や
支
援
策
、
特
定
空
家

等
の
判
断
基
準
や
措
置
の
手
順

等
を
盛
り
込
む
な
ど
、
実
効
性

の
あ
る
計
画
と
す
る
。

　

盆
栽
、
漆
器
、
石
製

品
等
の
伝
統
的
も
の
づ

く
り
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

購
買
力
の
高
い
海
外
市
場
へ
の

販
路
拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
、
今
回
の
ミ

ラ
ノ
万
博
の
よ
う
な
機
会
を
捉

え
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
本
市
伝
統
的
も

の
づ
く
り
の
効
果
的
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る
。

　

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

事
業
規
模
の
小
さ
い
事

業
者
ほ
ど
経
営
状
態
が
苦
し
い

実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
ほ

か
、
各
事
業
者
が
重
点
的
に
取

瓦町FLAGとしてリニューアル予定の
コトデン瓦町ビル

　

屋
島
陸
上
競
技
場

（
仮
称
）
等
の
公
共

施
設
に
、
少
な
い
経
費
で
一
定

の
自
主
財
源
が
確
保
で
き
る
点

で
魅
力
的
な
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
を
導
入
す
る
考
え
は
。

�

【
自
民
党

議
員
会
】

　

中
小
企
業
に
対
し

て
行
っ
た
経
営
課
題

等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
の
受
け
と
め
と
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
国
・
県
等
に

支
援
策
を
要
望
す
る
考
え
は
。

�

【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
】

瓦
町
駅
周
辺
地
域
の
活
性
化
に

積
極
的
に
取
り
組
む

　

本
市
の
重
要
な
交

通
結
節
拠
点
で
あ
る

コ
ト
デ
ン
瓦
町
駅
周
辺
地
域
の

活
力
が
大
き
く
後
退
し
て
い
る

が
、「
瓦
町
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｇ
」
の
オ

ー
プ
ン
を
契
機
と
し
て
、
同
地

域
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
む
考
え
は
。�

【
自
民
党

議
員
会
】

　

高
松
版
地
方
創
生

を
展
開
す
る
上
で
、

若
い
世
代
の
本
市
へ
の
移
住
を

進
め
る
た
め
、
若
者
か
ら
選
ば

れ
、
子
供
を
生
み
育
て
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

む
考
え
は
。�

【
同
志
会
】

　

現
在
開
催
中
の
ミ

ラ
ノ
万
博
で
は
、
県

と
市
が
連
携
し
て
盆
栽
の
ラ
イ

ブ
シ
ョ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
す
る
な
ど
、
本
市
特
産

品
を
海
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
、
ま
た

と
な
い
機
会
と
な
っ
た
が
、
今

後
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
に
紹
介

す
る
考
え
は
。�

【
自
民
党

議
員
会
】

屋
島
陸
上
競
技
場
（
仮
称
）
へ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

を
検
討
す
る

提
言
を
踏
ま
え
、
中
央
卸
売
市

場
の
再
整
備
計
画
の
策
定
を
進

め
る

ま
ち
づ
く
り

措
置
の
手
順
等
を
盛
り
込
む
な

ど
、
実
効
性
の
あ
る
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
す
る

産
業
振
興

伝
統
的
も
の
づ
く
り
の
効
果
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る

中
小
企
業
等
が
真
に
必
要
と
す

る
支
援
策
を
国
等
へ
要
望
す
る

　

本
年
５
月
、
高
松

市
中
央
卸
売
市
場
開

設
運
営
協
議
会
か
ら
、
老
朽
化

が
進
む
同
市
場
の
青
果
部
を
移

転
・
新
設
す
る
再
整
備
案
の
策

定
を
求
め
る
提
言
書
が
提
出
さ

れ
た
が
、
そ
の
受
け
と
め
は
。

�

【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
】

若
者
に
選
ば
れ
る
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

高
松
市
空
家
等
の

適
切
な
管
理
及
び
活

用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
議
案

で
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
空
家
等
対
策
計
画
の
基
本
的

な
考
え
方
は
。　
　
【
市
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
21
】

3



…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

代表質問

り
組
む
べ
き
課
題
は
、
人
材
の

育
成
や
確
保
等
、
人
材
に
か
か

わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て

い
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
今
後
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

真
に
必
要
と
す
る
支
援
策
を
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
等

に
要
望
し
て
い
く
。

　

集
落
営
農
の
推
進
に

は
、
リ
ー
ダ
ー
の
確
保

と
関
係
農
家
の
理
解
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し

た
説
明
会
等
の
開
催
や
、
県
の

助
成
制
度
を
活
用
し
て
、
組
織

設
立
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
麦
の
作
付
を
対
象
と

す
る
国
の
「
経
営
所
得
安
定
対

策
交
付
金
」
の
交
付
が
集
落
営

農
等
の
担
い
手
に
限
定
さ
れ
た

こ
と
を
機
会
に
、
よ
り
一
層
、

集
落
営
農
組
織
の
設
立
や
拡
大

を
推
進
す
る
。

　

検
討
の
結
果
、
幼
稚

園
や
保
育
所
等
に
同
時

に
在
園
す
る
子
供
の
二
人
目
以

降
の
利
用
料
を
無
料
と
し
、
子

供
が
何
人
い
て
も
最
大
一
人
分

の
利
用
料
負
担
で
済
む
よ
う
減

免
措
置
を
拡
充
す
る
。

　

今
後
、
市
議
会
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
、
来
年
度
か
ら
の
実

施
に
向
け
、
保
護
者
や
関
係
団

体
に
周
知
し
て
い
く
。

　

高
松
版
ネ
ウ
ボ
ラ
と

も
い
う
べ
き
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の

各
段
階
の
支
援
プ
ラ
ン
策
定
や

相
談
を
行
う
ほ
か
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
る
な
ど
、
包
括
的

な
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
来
年
４
月

に
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、

平
成
29
年
以
降
整
備
予
定
の
６

つ
の
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
順
次
、

展
開
し
て
い
く
。 　

　

健
康
都
市
高
松
の
実

現
を
目
指
す
本
市
に
と

っ
て
、
た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被

害
へ
の
対
策
は
極
め
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
有

施
設
の
敷
地
内
・
建
物
内
禁
煙

100
％
実
施
の
達
成
時
期
を
５
年

程
度
前
倒
し
し
て
、
原
則
、
30

年
度
末
ま
で
に
実
施
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
。

　

８
月
に
行
わ
れ
た

「
高
松
市
子
ど
も
議
会
」

で
、
児
童
生
徒
が
、
み
ず
か
ら

の
行
動
を
振
り
返
り
、
よ
り
よ

く
行
動
す
る
た
め
の
指
針
と
し

て
作
成
し
た
「
高
松
市
子
ど
も

宣
言
」
を
全
小
中
学
校
で
効
果

的
に
活
用
し
、
自
主
自
律
の
精

神
や
創
造
性
の
育
成
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
高
松
を
愛
し
、
貢
献

す
る
高
い
志
を
持
っ
た
人
材
の

育
成
に
努
め
る
。

　

平
成
26
年
度
の
本
市

の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
、
小
学
校
59
人
、
中
学
校
333

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
減
少
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
日
常
的
な
家
庭
訪
問
や
適

応
指
導
教
室
に
お
け
る
支
援
等

を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
や
関

係
機
関
と
連
携
し
て
保
護
者
へ

の
支
援
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
の
一
層
の
充
実
と
外
部
人
材

の
有
効
活
用
に
努
め
る
。

子育て世代包括支援センターが設置される
高松市保健センター

　

農
業
・
農
村
の
最

大
課
題
で
あ
る
後
継

者
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加

等
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
集

落
営
農
を
推
進
す
る
こ
と
が
最

善
の
方
法
だ
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。�

【
同
志
会
】

　

昨
年
９
月
定
例
会

で
、
幼
稚
園
・
保
育

所
等
の
第
２
子
以
降
の
多
子
減

免
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
の
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る

と
答
弁
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
状
況
は
。

�

【
自
民
党

議
員
会
】

　

妊
娠
か
ら
出
産
ま

で
を
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
同
じ
専
門
家
が
継
続
的
に

支
援
す
る
高
松
版
ネ
ウ
ボ
ラ
を

つ
く
り
、
安
心
の
出
産
、
子
育

て
を
実
施
す
る
考
え
は
。

�

【
公
明
党
】

不
登
校
対
策
の
取
り
組
み
の
一

層
の
充
実
と
外
部
人
材
の
有
効

活
用
に
努
め
る

福
祉

　

本
市
で
は
、
市
有

施
設
の
敷
地
内
・
建

物
内
禁
煙
を
、
平
成
35
年
度
に

100
％
と
す
る
数
値
目
標
を
設
定

し
て
い
る
が
、
目
標
達
成
の
前

倒
し
を
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
強
化
す

る
考
え
は
。�

【
公
明
党
】

　

志
の
教
育
と
し
て
、

将
来
の
高
松
を
担
う

子
供
た
ち
に
、
み
ず
か
ら
を
律

す
る
姿
勢
を
育
て
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
が
、
取
り
組
む
考

え
は
。�

【
同
志
会
】

来
年
度
か
ら
、
幼
稚
園
や
保
育

所
等
に
同
時
に
在
園
す
る
二
人

目
以
降
の
利
用
料
を
無
料
化

　

不
登
校
の
小
中
学

生
が
２
年
連
続
増
加

し
た
こ
と
を
受
け
、
文
部
科
学

省
が
今
後
の
支
援
拡
充
を
決
定

し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
の

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
と
今

後
の
対
策
は
。�

【
公
明
党
】

来
年
か
ら
高
松
版
ネ
ウ
ボ
ラ

「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
順
次
展
開
す
る

教
育

高
松
を
愛
し
、
貢
献
す
る
高
い

志
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
努

め
る

集
落
営
農
組
織
の
設
立
や
拡
大

を
推
進

市
有
施
設
の
敷
地
内
・
建
物
内

禁
煙

平
成
30
年
度
末
ま
で
に
100
％
実

施
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

農
業

4
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一般質問

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

　

整
備
計
画
で
は
、
栗

林
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
２
教
室
・
定
員
80
人
か
ら
４

教
室
・
160
人
に
、
太
田
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
２
教
室
・
定
員

80
人
か
ら
３
教
室
・
120
人
と
す

る
予
定
で
あ
る
。

【
他
の
質
疑
▼
住
民
基
本
台
帳

事
務
・
高
松
市
市
税
条
例
な
ど
】

　

全
市
域
を
対
象
と
し

た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
を
確
保
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

今
後
と
も
、
地
域
住
民
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
促
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情

に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通

の
確
保
・
充
実
を
図
る
た
め
、

適
切
な
支
援
に
努
め
る
。

【
他
の
質
問
▼
市
立
病
院
の
さ

ら
な
る
改
善
な
ど
】

　

昨
年
度
末
現
在
の
事

業
費
ベ
ー
ス
に
よ
る
進

捗
率
は
、
郷
東
檀
紙
西
線
は
78.5

％
、
香
西
東
町
香
西
南
町
線
は

12.9
％
で
あ
る
。

　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
開
通

時
期
は
示
せ
な
い
が
、
鋭
意
、

用
地
交
渉
を
進
め
る
と
と
も
に
、

財
源
確
保
等
に
も
工
夫
し
、
事

業
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
む
。

【
他
の
質
問
▼
観
光
振
興
・
防

災
対
策
・
浸
水
対
策
な
ど
】

　

婚
姻
届
の
様
式
は
、

創
意
工
夫
に
よ
り
柔
軟

に
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
、
婚

姻
を
支
援
す
る
、
形
に
残
る
温

か
い
対
応
と
し
て
、
他
の
自
治

体
の
事
例
を
参
考
に
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
婚
姻
届
の
作
成
に
向
け
て

検
討
す
る
。

【
他
の
質
問
▼
教
員
の
負
担
軽

減
と
チ
ー
ム
学
校
な
ど
】

　

制
度
全
般
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
人
事
課

行
政
改
革
推
進
室
が
、
そ
の
他

は
各
所
管
課
で
対
応
し
て
い
る
。

　

な
お
、
個
人
番
号
の
通
知
や

カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

10
月
か
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
対
応
す
る
。

【
他
の
質
疑
▼
い
じ
め
問
題
調

査
委
員
会
条
例
な
ど
】

質

疑

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、２
人
の
議
員
が
質
疑
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る

市
民
か
ら
の
相
談
・
問
い
合
わ

せ
へ
の
対
応
体
制
は

太
田
安
由
美
議
員
（
改
　
革

ネ
ッ
ト
）

地
域
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
導
入
を

西
岡
章
夫
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

郷
東
檀
紙
西
線
及
び
香
西
東
町

香
西
南
町
線
の
整
備
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
見
通
し
は

大
橋
光
政
議
員
（
同
志
会
）

栗
林
及
び
太
田
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
や
教
室
を
ふ
や
す

考
え
は

岡
田
ま
な
み
議
員
（
日
　
本

共
産
党
）

本
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
を

作
成
す
る
考
え
は

竹
内
俊
彦
議
員
（
公
明
党
）

　

地
域
住
民
が
早
期

の
供
用
開
始
を
熱
望

し
て
い
る
都
市
計
画
道
路
郷
東

檀
紙
西
線
及
び
香
西
東
町
香
西

南
町
線
の
整
備
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
。

一
般
質
問

市
政
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
、12
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

質

問

　

公
共
交
通
を
、
高

齢
者
の
た
め
だ
け
で

　

現
状
で
は
提
出
す

る
だ
け
の
婚
姻
届
に
、

　

共
働
き
や
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
増
加
に

よ
り
、
学
童
保
育
を
必
要
と
す

る
家
庭
が
ふ
え
て
い
る
が
、
児

童
数
が
多
く
、
待
機
児
童
も
発

生
し
て
い
る
栗
林
及
び
太
田
放

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て
、
国
は

問
い
合
わ
せ
先
を
市
区
町
村
と

し
て
い
る
が
、
市
民
か
ら
の
相

質

問

質

問

質

疑

質

疑

な
く
、
街
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
政
策
と
捉
え
、
地
域
に
応
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
を
導
入

す
る
考
え
は
。

市
と
し
て
お
祝
い
の
気
持
ち
を

あ
ら
わ
す
工
夫
を
し
、
広
く
市

民
に
結
婚
支
援
の
取
り
組
み
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
本
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
婚
姻
届
を
作
成
す
る

考
え
は
。

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
定
員
や
教

室
数
を
ふ
や
す
考
え
は
。

談
・
問
い
合
わ
せ
へ
の
本
市
の

対
応
体
制
は
。



6

一般質問

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

　

毎
年
８
月
に
公
立
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
実
施
し
て
い
る
要
望
調
査

に
加
え
、
今
年
度
は
、
支
援
員

へ
の
施
設
及
び
設
備
等
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
、
こ
の
調
査
結
果

を
も
と
に
、
緊
急
度
等
を
勘
案

し
て
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を

行
う
。

【
他
の
質
問
▼
保
育
所
等
の
待

機
児
童
及
び
保
育
料
な
ど
】

　

三
渓
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
等
か

ら
、
小
学
校
隣
接
農
地
の
取
得

に
よ
る
ク
ラ
ブ
整
備
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、

当
該
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
の

法
的
適
合
性
等
の
調
査
結
果
や

整
備
期
間
等
を
勘
案
し
た
上
で
、

対
応
策
を
決
定
す
る
。

【
他
の
質
問
▼
教
員
の
負
担
軽

減
・
農
業
問
題
な
ど
】

　

同
証
明
書
の
印
鑑
の

正
当
性
を
保
証
す
る
と

い
う
目
的
に
お
い
て
は
、
性
別

記
載
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
、
関
係
条

例
の
改
正
等
、
性
別
記
載
の
削

除
を
検
討
す
る
。

【
他
の
質
問
▼
市
民
活
動
団
体

に
対
す
る
支
援
な
ど
】

　

市
民
に
幅
広
く
利
用

さ
れ
る
利
便
性
の
高
い

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
観
点
か
ら
、
新
駅
設
置

や
複
線
化
事
業
が
早
期
に
実
現

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
国
や

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
等

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

【
他
の
質
問
▼
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
な
ど
】

　

現
在
、
同
事
業
は
、

緊
急
通
報
装
置
貸
与
等

事
業
か
ら
の
移
行
と
新
規
を
合

わ
せ
、
437
人
が
設
置
し
、
順
調

に
進
捗
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
緊
急
時
の
駆
け

つ
け
な
ど
利
用
者
が
選
択
で
き

る
本
事
業
の
特
色
を
市
民
や
関

係
機
関
等
に
周
知
し
、
円
滑
な

移
行
と
新
規
設
置
に
つ
な
げ
る
。

【
他
の
質
問
▼
教
育
問
題
・
移

住
促
進
の
取
り
組
み
な
ど
】

　

女
性
の
就
労
等
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
総
合
窓
口

全
て
の
学
童
保
育
の
実
態
を
調

査
し
、
施
設
の
早
急
な
改
善
を

藤
沢
や
よ
い
議
員
（
日
　
本

共
産
党
）

高
松
市
あ
ん
し
ん
通
報
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
進
捗
状
況
と
周
知
は

藤
原
正
雄
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

総
合
窓
口
を
設
置
し
、
女
性
の

活
躍
を
支
援
す
る
考
え
は

田
井
久
留
美
議
員
（
公
明
党
）

印
鑑
登
録
証
明
書
の
性
別
記
載

を
削
除
す
る
考
え
は

植
田
真
紀
議
員
（
改
　
革

ネ
ッ
ト
）

琴
電
琴
平
線
の
新
駅
設
置
と
複

線
化
事
業
の
早
期
実
現
を

十
川
信
孝
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

　

学
童
保
育
に
つ
い

て
は
、
空
調
の
改
修

や
ト
イ
レ
の
増
設
な
ど
多
く
の

要
望
が
あ
る
が
、
子
供
た
ち
の

健
全
な
育
成
の
た
め
、
全
て
の

施
設
の
実
態
を
調
査
し
、
早
急

に
改
善
す
べ
き
で
は
。

　

本
市
の
基
幹
路
線

で
あ
る
琴
電
琴
平
線

の
２
つ
の
新
駅
設
置
や
複
線
化

事
業
は
、
整
備
計
画
が
分
割
さ

れ
、
延
期
・
消
滅
が
危
惧
さ
れ

る
が
、
早
期
実
現
に
取
り
組
む

考
え
は
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
相
談

サ
ー
ビ
ス
が
24
時
間

利
用
で
き
る
高
松
市
あ
ん
し
ん

通
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
内
容
の
、
さ
ら
な
る
周
知

が
必
要
と
考
え
る
が
、
同
事
業

の
進
捗
状
況
と
周
知
は
。

　

市
長
は
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
女
性
の
社

会
進
出
の
支
援
を
掲
げ
て
い
る

が
、
就
労
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の

総
合
窓
口
設
置
な
ど
、
女
性
の

活
躍
を
支
援
す
る
考
え
は
。

質

問

質

問

質

問

質

問

　

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
に
対
す
る
支
援
の

質

問

取
り
組
み
と
し
て
、
申
請
書
等

の
不
要
な
性
別
記
載
欄
を
な
く

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

本
市
の
印
鑑
登
録
証
明
書
の
性

別
記
載
を
削
除
す
る
考
え
は
。

三
渓
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
対
応
は

造
田
正
彦
議
員
（
市
　
民

フォ
ー
ラ
ム
21
）

　

市
街
地
化
が
進
む

三
渓
小
学
校
区
で
は
、

保
護
者
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
入
会
で
き
な
い
と
の
声
が

聞
か
れ
る
が
、
待
機
児
童
解
消

に
向
け
た
対
応
は
。

質

問
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一般質問

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

賛否が分かれた議案等審議結果一覧

効
果
が
あ
る
た
め
、
設
置
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
商
店
街
等
に
働

き
か
け
て
い
く
。

【
他
の
質
問
▼
市
立
大
学
の
設

置
・
航
空
路
線
拡
充
な
ど
】

　

子
供
た
ち
を
交
え
た

世
代
間
交
流
は
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域

の
活
性
化
に
も
有
意
義
な
た
め
、

今
後
、
具
体
策
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
居
場
所
に
出
向
き
、

運
営
上
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
、

新
し
い
取
り
組
み
も
行
う
こ
と

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
女
性
活

躍
推
進
法
に
基
づ
く
国
の
基
本

方
針
等
を
踏
ま
え
、
移
転
整
備

後
の
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
そ
の

機
能
が
果
た
せ
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

【
他
の
質
問
▼
地
域
医
療
を
守

る
取
り
組
み
な
ど
】

　

同
カ
ウ
ン
タ
ー
の
設

置
に
は
、
設
備
導
入
等

に
係
る
経
費
を
要
す
る
な
ど
の

課
題
は
あ
る
が
、
購
買
意
欲
の

喚
起
と
、
外
国
人
の
旅
行
需
要

の
拡
大
促
進
な
ど
観
光
振
興
に

と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
充
実
さ
せ
る
。

【
他
の
質
問
▼
防
災
・
空
き
地

の
適
正
化
条
例
制
定
な
ど
】

　

今
後
、
高
松
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
連
合

会
と
の
連
携
の
も
と
、
財
務
会

計
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
会

計
処
理
等
の
、
さ
ら
な
る
適
正

化
を
促
す
と
と
も
に
、
税
理
士

等
専
門
家
の
協
力
を
得
る
こ
と

も
検
討
し
、
会
計
事
務
の
標
準

化
を
進
め
る
。

【
他
の
質
問
▼
た
か
ま
つ
創
生

総
合
戦
略
に
向
け
て
な
ど
】

　今定例会では審議の結果、議案等のうち10件について、採決に当たり次のとおり賛否が分かれました。賛否については、賛成の
場合は○を、反対の場合は×を表示しております。

件　　　名 議　決
結果等

会派別賛否
自民党
議員会 同志会 公明党 市　民

フォーラム21
日　本
共産党

市民派
改革ネット 無所属

市長提出
議　　案

平成27年度高松市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
平成27年度高松市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
高松市男女共同参画センター条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
市町村の合併の特例に関する法律第５条の４第１項及び第２
項の規定に基づく高松市塩江地区地域審議会の設置並びにそ
の組織及び運営に関する協議等により定められた事項の一部
を変更する条例の制定について

可決 ○ ○ ○ ○ × × ○

高松市手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
高松市個人情報保護条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
高松市行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○

高松市市税条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ × × ○
議員提出
議　　案

共通番号（マイナンバー）制度の実施には慎重に対応すること
を求める意見書 否決 × × × × ○ ○ ×

請　　願 四国電力伊方原子力発電所の過酷事故から高松市民の命と暮
らしを守るための対策を求める請願 不採択 × × × × ○ ○ ×

※全議案等の審議結果については、市議会ホームページをご覧ください。

高
齢
者
居
場
所
づ
く
り
事
業
へ

の
、
さ
ら
な
る
支
援
を

大
見
昌
弘
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

会
計
事
務
の
標
準
化
を

二
川
浩
三
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

商
店
街
等
に
免
税
手
続
一
括
カ

ウ
ン
タ
ー
の
設
置
を
推
進
す
る

考
え
は

白
石
義
人
議
員
（
自
民
党

議
員
会
）

　

介
護
予
防
策
と
し

て
実
施
し
て
い
る
高

齢
者
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
つ

い
て
、
子
供
た
ち
と
の
交
流
も

視
野
に
入
れ
た
、
費
用
面
・
運

営
面
で
の
、
さ
ら
な
る
支
援
策

は
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
議
会
の
会
計
事

務
に
は
ル
ー
ル
化
が
必
要
と
考

え
る
が
、
会
計
監
査
の
あ
り
方

と
、
会
計
事
務
シ
ス
テ
ム
を
標

準
化
す
る
考
え
は
。

　

外
国
人
観
光
客
の

さ
ら
な
る
誘
客
と
購

買
意
欲
高
揚
の
た
め
、
商
店
街

等
に
免
税
手
続
一
括
カ
ウ
ン
タ

ー
の
設
置
を
推
進
す
る
考
え
は
。

質

問

質

問

質

問
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Ｂ情報 ＸＯ

●特別委員会
　特定の問題を審査・調査する会で、次のとおり開か
れました。

新病院等
整　　備 ８月17日

新病院の医療機能及び実施設計の
見直しについて

新病院整備事業費等

●調査会
　重要な施策などについて、常任委員会ごとに説明を
受ける会で、次のとおり開かれました。

総務消防

８月４日 高松市公共施設有効活用・再配置等方針（案）について

９月16日
行政不服審査法の改正に伴う事務
処理体制等の整備方針（案）につい
て

教育民生 ９月16日
幼稚園・保育所等利用料の多子減
免（第２子以降の市単独減免）につ
いて

高松市立ヨット競技場再整備実施
設計（案）について

経済環境 ８月14日 高松市環境基本計画の策定について

衛生処理センター（亀水町）跡地利
用について

委員会の活動など
●議会運営委員会
　７月24日、８月７日・17日に、議会運営の改善等に
ついて協議しました。

●議員全員協議会
　９月３日に、第６次高松市総合計画（仮称）基本構想
原案についての説明を受け、協議しました。

　平成26年度の決算を審査するため、特別委員会を設
置しました。委員は次のとおりです。
� （定数10人）
◎中　西　俊　介（市 民

フォーラム21）○小比賀　勝　博（自民党議員会）
　大　橋　光　政（同志会）　川　崎　政　信（同志会）
　大　見　昌　弘（自民党議員会）　田　井　久留美（公明党）
　坂　下　且　人（自民党議員会）　橋　本　浩　之（自民党議員会）
　中　村　秀　三（公明党）　杉　本　勝　利（自民党議員会）
� （◎委員長　○副委員長）
�

決算審査特別委員会

　次のとおり推薦に同意しました。
●人権擁護委員候補者
　岡　下　敬　子　氏　　　荒　谷　節　子　氏
　平　田　くみ江　氏　　　吉　原　忠　男　氏
　國　方　育　子　氏　　　橋　本　佳　子　氏
　山　﨑　美惠子　氏

人　事　案　件

高松市議会基本条例について（第２回目）

　去る４月１日から施行している、議員の活動指針である
議会基本条例の概要について、本紙上で、シリーズ化して
お知らせしています。

　第２回目は、「第１章　総則」についてです。

○　この条例は、議会の役割を明らかにするとともに、議
会に関する基本的事項を定め、議会がその権能をいかん
なく発揮することにより、市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とします。
○　議会は、市民の意思を市政に反映させるため、公平かつ公正な議論を尽くし、真の地方自治の本旨の
実現を目指します。
○　議会は、次に掲げる基本方針に基づいた議会活動を行います。
　・積極的な情報公開に努め、可能な限り市民の参画機会を保障します。
　・市長等の事務執行について調査、監視及び評価を行います。
　・議員相互の自由な討議を活性化し、政策提案及び政策提言に取り組みます。
　・議会改革を継続的に推進します。
○　議会に関する他の条例等の制定又は改廃を行うときは、この条例の理念を反映させ、この条例に定め
る事項との整合を図ります。


	1p
	2p
	3p
	4p
	5p
	6p
	7p
	8p

